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Hydro-debris2Dを利用した広域土砂流出モデルの構築

Development of large-scale hydrological - sediment transport model

based on Hydro-debris2D
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　Hydro-debris2Dを利用して広域に適用可能な土砂流出モデルを構築し、九州豪雨後の土砂流出に適用を試み

た。豪雨イベントのハイドログラフを適用し、それぞれ崩壊の発生した場所などに関する域値を設定し、土砂

発生を予測した。豪雨発生から土砂発生までのメカニズムはそれぞれ場所により異なり詳細な予報は広域モデ

ルでは困難ではあるが、しかしながら、全体としては、土砂発生の傾向把握が可能となった。本モデルの特徴

は、表面流と、通常の土砂流動、そして土石流を、一つのモジュール上でシームレスに解析できることであ

る。ただし、土石流を発生させるためには細かい数値計算スキームが必要であり、土砂生産量を把握するだけ

であれば、粗いスキームでも計算が可能である。
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